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1 はじめに
本稿では，Webページをブラウザから直接する編集

するシステムWFE[1]を用いて，複数のユーザが協調
的にWebページを編集する問題点とその解決方法に
ついて述べる．WFEとは，Webブラウザ上に表示さ
れたWebページの文字列を選択することにより，Web
ページのHTMLファイルを編集することができるシス
テムである．本稿では，複数ユーザにおけるWebペー
ジの協調的な編集を実現するために MiNet[2] を用い
る．MiNetは，エージェントを用いた P2P型情報共有
システムの構築フレームワークである．P2Pを用いる
ことにより，特別なサーバを容易しなくとも協調的な

Webページの編集が実現できる．

2 要素技術
2.1 Webブラウザを用いた直接編集機構WFE

WFE[1]は，Webブラウザ上に表示されたWebペー
ジの文字列を選択することにより (図 1(a))，Webペー
ジのHTMLファイルを編集することができる (図 1(b))
システムである．ブラウザを用いてオンラインで直接

編集することにより，利用者がソフトウェアを用意し

なくともサーバ上の HTMLがカスタマイズできる．
WFEにおいて特筆すべき点は，以下に述べる２点

である．i)編集対象HTMLファイルには，オンライン
編集を行うための特別なスクリプトやタグを用いない．

ii)Webブラウザ上に表示された HTMLテキストを選
択し，選択した個所の HTML ソースのみを部分的に
編集できる．以上の点により，FTPや HTMLに関す
る初心者においても，あらかじめ作成したWebページ
の HTMLファイル群および，WFEをWWWサーバ
に設置するだけで，設置後は，Webブラウザ上から容
易に編集を行うことが可能である．また，ユーザが普

段使い慣れているブラウザを用いて編集することによ

り，ユーザはWebページの閲覧と編集をシームレスに
行うことができる．

2.2 分散情報共有ネットワークMiNet

MiNet[2]はネットワーク上の計算機に分散した情報
資源を，エージェントを用いて効率的に共有するための
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(a)マウスドラッグで選択する．

(b)選択した部分を編集する．

図 1: WFEによる編集ステップ

フレームワークである．MiNetにおける分散情報共有
は，特定のサーバを用いないPureP2P型のネットワー
クで構成されている．分散情報共有において，情報を

共有するためには，各ユーザが情報共有ネットワーク

に参加しなければならない．そこで，MiNetでは，モ
バイルエージェントを用いて，他のユーザのエージェ

ントと通信を行うことにより，自律的に動的な情報共

有ネットワークを構成する．したがって，ユーザは，

MiNetを起動するだけで，情報共有ネットワークに参
加し，分散情報共有を行うことが可能となる．

3 WFEにおけるWebページの協調編集

WFEはWWWサーバ上の HTMLを直接編集する
ことが可能である．しかし，複数ユーザにおける協調
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図 2: WFEとMiNetによる HTML編集の構成

的な編集を行う際，WWWサーバのHTMLを直接編
集することにより，次に述べるような問題点が挙げら

れる．i)WWWサーバ上の HTMLを直接編集するこ
とにより，編集途中であっても公開される．ii)WWW
サーバ上にある１つの HTMLファイルを複数で同時
に編集すると編集内容の衝突が発生する．iii)他のユー
ザによって編集された内容がふさわしくない場合に元

に戻すことが困難である．

上記の問題点を解決するために本稿では，MiNetを
用いて各ユーザの計算機上にプロキシサーバの機能を

有するエージェント (プロキシエージェントと呼ぶ)を
常駐させる．図 2に，構成図を示す．プロキシエージェ
ントが常駐するユーザはMiNetによりコミュニティが
形成される．プロキシエージェントを介してHTMLを
読み込むことにより，ユーザは擬似的にWFEを用い
て編集することが可能となる．通常のユーザはプロキ

シエージェントにアクセスすることができないので一

般的な HTML 閲覧しかできない．プロキシエージェ
ントはWFEによって編集された内容を，直接サーバ
上の HTMLに反映せず，キャッシュした HTMLに保
存する．キャッシュされたHTMLは他のプロキシエー
ジェント間で共有される．ユーザ間でHTMLの編集が
完了した場合はプロキシエージェントがWWWサー

バにアクセスし，編集した HTMLを公開することが
できる．

以上により，上記問題点 i)における編集過程を一時
的にキャッシュすることが可能となる．また，プロキ

シエージェント間で編集内容の情報を交換することに

より，問題点 ii)に複数のユーザが同時 HTMLを編集
した場合でも差分を表示するなど，衝突を回避するこ

とが可能となる．そして，問題点 ii)において，プロキ
シエージェントが編集した HTML のリビジョン管理
を行うことにより，サーバ上のHTMLファイルを以前

の状態に戻すことも可能である．

4 関連研究との比較
Wiki Wiki Web[3]との比較

Wiki Wiki Web(以下，Wikiと呼ぶ)はWeb上で行
うことができる共同作業の場の一つである．Wikiは訪
問者なら誰でもWebページそのものを編集できるシ
ステムであり，本手法と類似していると言える．しか

し，Wikiでは，編集するためにWikiNameなどの独特
の文法を習得する必要がある．一方，本手法では，シ

ステムをサーバに設置すれば，Webページ上のテキス
トを選択するだけで編集可能である．この点において

Wikiより優れていると言える．また，Wikiはサーバ
上の情報を直接編集するので，編集する内容が途中の

状態でも公開される．

WebDAV[4]との比較

WebDAV は Wiki と同じく，Web 上で共同作業を
行うために提唱された，HTTP を拡張したプロトコ
ルである．積極的に情報を提供することを目的とした

WebDAVプロトコルの目的は，本手法と非常に類似し
ていると言える．しかし，WebDAVそのものはプロト
コルであり，編集するためのシステムではない．

5 おわりに
本稿では，WFEを用いてWebページを協調的に編

集するために，MiNetを用いてプロキシエージェント
が編集を仲介する手法を提案した．本手法の特長は以

下の２点である，i)プロキシエージェントを用いるこ
とにより，ユーザに対してWebブラウザから直接サー
バ上の HTML編集しているような環境を提供できる．
ii)P2P型のネットワークを用いてプロキシエージェン
トが編集内容を共有することにより複数ユーザ間で編

集内容の吟味を行える．
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